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仕事を持ち、家庭を守る女性達が、地域に密着したボランテ 

ィアによって、地域の防災活動に役立つことができれば、より 

一層の防災効果があります。 

そんな願いが叶って、11月9日、秋の火災予防運動初日に、金 

田町女性消防隊（ボランティア）の任命式が、役場で行なわれ 

ました。 

時には母であり、仕事をバリバリこなすキャリアウーマンで 

あり、家庭の中心でもある女性達ばかりのボランティアによる 

金田町女性消防隊の活動のはじまりです。 

初代のみなさんは、次のとおりです。 

こあんない 
(P 2 -'9 ）  まちのわだいほか 

(Pio'-ii）  まちの決算 

(P 12'-13）  こんにちは保健婦です 

(P 14'-15）  みんなのひろば 

(P 16-'i9）  くらしの情報 
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隊 長・・・高橋登美子 

副隊長・・・辰島田鶴子 

班 長・・・池田 操、桑野厚子、大島誓子 

隊 員・・・渡辺幸子、浦野初枝、高橋カテI)ン、仲島初己 

阿部喜美子、佐竹登志子、田村由美、永富千里 

荒木邦子、相原ゆかり （敬称略） 

以ト15人の方が、初代女性消防隊のみなさんです。 

私たち金田町女性消防隊では、活動に参加したいという方 

の募集をしています。お気軽に声をかけて下さい。 

お問い合わせは、隊長・高橋登美子まで 容22-5976 
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福岡県金田町 



第9回 

ふるさとカナダ 
ふれあいフェスタ 

ホームノ＼ルプサービス普及啓発推進員募集 

福岡県が実施主体となり、ホームヘルプサービス普及啓発推 

進員設置事業が行なわれることになり、次のように、普及啓発 

推進員の募集を行ないます。 

■募集締め切り日／平成11年12月10日（金） 

■事業の実施期間／平成12年1月～3月までの3カ月間 

■募集人数／1人（但し、次の要件を満たしている方） 

①保健婦、社会福祉士、介護福祉士、 

ホームヘルパー要請研修1級課程、2級課程、3級課程修了者 

②心身ともに健全な方 

③老人福祉に関して理解と熱意を有している方 

■事業の目的および内容 

現在ホームヘルプサービスを受けていない要介護高齢者、お 

よびその家族に対して制度の理解等、ホームヘルプサービス普 

及啓発推進員が、自宅を訪問して説明をし、サービスの普及促 

進を図るものです。 

申し込み・お間い合わせは 

役場福祉課保険福祉係 容22-6664 

力 ナダ 

11月6日・ワ日に、ふるさと力ナダふれあいフ 

エスタが，金田町総合会館周辺で行なわれました。 

日ごろ、趣味で行なっている絵画、手芸、芸能 

（舞踊、ダンス・・り、たくさんの作品展示など、そ 

の他いろいろな催しが、2日間にわたり行なわれ、 

大勢の人たちで、にぎわいました。 

写真で一部しか紹介できませんが、このフエス 

タに参加され、来場していただいたみなさんの1 

コマをまとめてみました。 

ふれあい給食サービス 
金田町福祉協議会では、在宅福祉サービスのひとつとして給 

食サービスを行なっています。 

■対象者 

①金田町内在住65歳以上の一人暮しのお年寄りの方 

② 65歳以上の世帯で、どちらかに介護を要する方 

③身体障害があって、身体が弱く病気等の理由で食事を 

つくることが困難な方 

④その他の世帯で、食事をつくることが困難で会長が 

特に必要と認めた方 

■配給日／週4回（月・水・木・金曜日の昼食） 

週1回（木曜日の昼食）のいずれか 

■ご利用料金／1食につき200円負担 

■お届け時間／10時～12時までに、各家庭までお届け 

します。 

●このサービスをご希望の方は、各地区の民生委員 

さんまでお申込みください。 

詳しいお問い合わせは 

金田町社会福祉協議会（福祉センター） 公22-6631まで 

休館日は毎週火曜日となっています 
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あなたの身近な出来事、地区の話題など 

どしどしお寄せください。お待ちしています。 

連絡は、広報担当（公22-0556) まで。 

秋から冬をむかえ、火災発生が多くなってくる季節 

にさきがけて、金田町消防団防火訓練が、11月14日、 

中元寺川・彦山川合流点で行なわれました。 

この消防訓練に、11月9日発足したばかりの金田町 

女性消防隊が合同で参加し、消防団男性達との初顔合 

わせがありました。 

消防団訓練終了後、女性消防隊は、田川地区消防署 

金田分署の方から、冬場に多発するストーブ火災や、 

てんぷら油火災が起こったことを想定して、消尖器に 

よる初期消火方法の実践訓練を行ないました。 

消火するには手前から消火器をかまえ消火していく 

こと、消尖器は、12秒足らずしか粉末が発射されな 

いことから、すばやい動作で的確な消火作業が必要と 

されることなど、実践訓練を行ないました。 

全国大会へ行ってき封！ 
金田町バトミントンクラブの、小学校5年生・西村厚輝く 

ん（南木）が、11月13・14日に宮崎県高鍋市で行なわれた 

九州大会の小学校5年生ダプルスの部で、同クラブ所属・小 

竹町の姫嶋将貴くん（小竹南小学校5年）とダブルスを組み、 

みごと準優勝に輝きました。 

この結果、12月25・26日、三重県伊勢市で行なわれる全 

国大会への出場の権利を手に入れました。 

西村くんは、「九州大会の反省から、今後1カ月間猛練習を 

して全国大会でがんばります。」という意気込みをみせてい 

ます。 

―生懸命がんばってきてね、西村くん、姫嶋くん。大会当 

日は、2人の意気がバッチリに＃ 

J 

0 

’響曾育成講演会’ 
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第5回青少年健全育成講演会が、11月12日、ライ工 

ル・エヴェレット・ラウ工ルさんを講師に迎え、総合会 

館で行なわれました。 

ライエルさんは、佐賀県鳥栖市在住で、FBSテレビの 

朝の6時の番組『朝どき九州』出演していたことがあり、 

本業は、英会話教室を教えている方で、佐賀女子短期大 

学講師、佐賀県庁米語講師をつとめるなど、多彩な才能 

を持っている方です。 

講演内容は、「アメリ力では、先生と呼ばない。先生 

とは、アメリ力では単なる職業でしかない。」といった 

ことから始まり、「アメリ力では、先輩、後輩といった 

習慣などない。」「みんな平等といった考えの人たちが、 

アメリ力という国をつくっていったので、ョーロッパ諸 

国とは少し考え方が違う。」[3世代の所帯が崩壊し、核 

家族化が進み家族がパラバラになってくると、いろいろ 

な問題が起こってくる。その良い例がアメリ力であり、 

現在の日本である。」といったことなど、意外なことが 
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聞かれる講演会でした。 

10才で来日したラウエルさんは、言葉も全く分からな 

い、生活習慣も全く違っていたことから、荒れていたこ 

ともあったといいます。独創的な発想から創意工夫をこ 

らして日本語を覚え、日本の習慣を会得し、日本の大手 

商社で働いていたこともあり、現在では、佐賀県・福岡 

県を中心とした活動を行なっています。 

ラウ工ルさんの亡くなった父親の言葉で心に残ってる 

ことで、「どんな人であろうと接するときには、ひとり 

の人間として接しなさい。また、プライドは、ポケット 

にしまっておくもの。」今日までこれを心がけていると 

いいます。みな平等である、といったアメリ力建国精神 

がどこかに隠れているような、素晴らしい言葉だと受け 

とめることができます。 

全世界を見渡しても、1つの教育ではやっていけない 

時代が到来している。限られた力タチから、柔軟性をも 

った発想で、新しい力タチノ＼変えていくことが大切であ 

る。小さな視野だけではなく、もっとグローバル（世界 

的規模）な物事の判断ができるようになれば、 とも 

いえる『外国人から見た日本人』の講演会でした。 

人見地区の敬老会が、11月14日に人見公民館で行なわ 

れました0 

地区の青年部、婦人部、子ども部が協力して、おじい 

ちゃん、おばあちゃん達に、今までお世話になってきた 

お礼と感謝の敬意を込めて、あたたかいもてなしが行な 

われました。 

人見のおじいちゃん、おばあちゃん達は、「毎年、11 

月の第2週の日曜日が楽しみです。」ということです。 

地区の敬老会と文化祭が同時に行なわれるといった特 

色や、毎年、少しづつ趣向を変えて楽しんでいただいて 

いるといったこの催しは、取り組まれている裏方のみな 

さんのあたたかい心づかいが感じられる和やかな雰囲気 

の漂う“人見地区敬老会and文化祭”でした。 
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